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八戸ブックセンター基本計画書（一部抜粋）

○施設の位置づけ

八戸ブックセンターは、政策公約に掲げる「本のまち八戸」を目指す取り組みの、乳幼児（生
後 90日～ 1歳未満）とその保護者を対象とした「ブックスタート事業」、小学生を対象とした
「マイブック推進事業」、また、３歳児とその保護者向けに新たに創設した「”読み聞かせ ”キッ
ズブック事業」に続く、大人を主な対象とした施設です。また、八戸ブックセンターは中心市
街地の活性化に寄与するとともに、市民の豊かな心を育み、本のある暮らしが当たり前となる
文化の薫り高いまちを目指すため、本と出会う新たな機会の創出、本を通した市民交流及びま
ちづくりの拠点施設としても位置づけています。

◎「本のまち八戸」の概念図

サービスの対象者

◎まちづくりにおける八戸ブックセンターの効果

生活の質を高める魅力的
な都市機能として、本の
購入に止まらない、観光、
移住、企業誘致などへの
波及効果が期待される。

「はっち」、「マチニワ」、
新美術館、図書館などの
公共施設や民間書店など
との事業連携により、街
の回遊性を高める。

八戸市 /中心街 はっち・美術館など

来街機会の創出 連携と回遊
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○施設運営の基本方針

方針１　　本を「読む人」を増やす

方針３　　本で「まち」を盛り上げる

方針２　　本を「書く人」を増やす

八戸に「本好き」を増やし、八戸を「本のまち」にするための、

あたらしい「本のある暮らしの拠点」というコンセプトに基づき、

３つの基本方針を定め、それに則った施策を実行していきます。

方針１　本を「読む人」を増やす
「本好き」はまず、本を「読む人」です。本を読むことは、日々の生活を楽しくする、とても豊かなことですが、
それが習慣になるまでは、少し時間がかかることでもあります。八戸ブックセンターは、本を「読む人」を
増やすために、これまで出会う機会が少なかった本が身近にある環境をつくると同時に、それを手に取りた
くなるような工夫のある陳列や空間設計、読み始めるきっかけとなるようなイベントの開催などを行います。

方針２　本を「書く人」を増やす
「本好き」が高じて、本を「書く人」になることもあります。本を「書く人」が多いまちは、豊かな想像力
や思考力にあふれ、魅力的なまちとなることでしょう。当市は、三浦哲郎という偉大な作家を生んだ土地で
もあります。八戸ブックセンターは、本を「書く人」を増やすために、執筆するためのブースを備え、執筆
や出版の相談窓口やワークショップの開催などを行います。

方針３　本で「まち」を盛り上げる
本はひとりで読むものであると同時に、そこから得た知識や情報、感情や思考などを共有することで、より
深く楽しむことができるものでもあります。八戸ブックセンターは、本で「まち」を盛り上げるために、本
を介したコミュニケーションを生み出す様々な施策を行います。

この基本方針に則り、子どもから大人までが本と出会い、本に親しむ環境づくりに取り組んで

いく中で、八戸ブックセンターは主に大人を対象とし、市の直営による運営としますが、民間

書店や図書館と適切な機能分担を図りながら、これまで手に触れる機会が少なかった本に出会

える場の創出という、本に関する新たな公共サービスを提供することとしています。



3

方針１　本を「読む人」を増やす

（１）本のまち読書会

ブックセンターが主催する読書会で、様々なテーマ本などを設定するほか、時にゲストを招き開催。
テーマ本への理解だけでなく、参加者間の本を通した交流も深め、読んでいない本や新たなジャンルへの
興味を喚起する機会となっている。

【内容】

・平成 30年度は、計 23回開催し、延べ 228 名が参加。
・�平成 30年 12 月に、松平定知氏（元ＮＨＫアナウンサー）をゲストに招き、朗読＆講演会「誤った朗読術」
�を開催。（八戸市公会堂を会場とし、約 400 名が参加）

【実施状況】

・様々な分野に触れていて、今まで興味がなかったことについて調べたくなった。
・同じ本でも、参加した人それぞれの感じ方を聞くことができ、新鮮な体験となった。
・読書会に参加して、本屋の利用の仕方、見方が変わり、本屋の面白さが伝わった。

【参加者の声（一部抜粋）】

・�毎回、一定数の参加者があり好評を得ていることから、今後も様々なテーマを設定し、月２～３回程度
の頻度で、ブックセンター主催の読書会を開催する。

・令和元年 9月頃に、八戸市読書団体連合会と連携し、朗読に関するワークショップを開催予定。

【31 年度の取組】

読書会（「もう一人の吾行くごとし秋の風」を読む）

読書会（韓流入門「MAPS」からはじめる世界の国々）

クロストーク（編集者 坂本政謙さんを囲んで）

松平定知　講演＆朗読会「誤った朗読術。」
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（２）ブック・ドリンクス

お薦めの本を持ち寄るなど、ドリンクを飲みながら本について語り合う交流会。「本のまち読書会」と違い、
テーマを設定せず予約申込も不要としており、気軽に参加してもらえることから、本好きが集う場所となっ
ている。また、紹介したい本のコメントなどを作成して参加するなど、常連の参加者も増えてきている。

【内容】

・毎月最終金曜日の夕方に開催しており、平成 30年度は、延べ 89名が参加。
・�平成 30 年 11 月には、書評家の豊﨑由美氏をゲストに招き、豊﨑氏お薦めの本を紹介してもらうブック　
ドリンクススペシャル企画を実施。（約 30名が参加）

【実施状況】

・決められたテーマがないため、自分が読まないジャンルの本に出会えた。
・参加している人の話を聞いているだけでも面白く、参加したことにより、本を読むようになった。
・豊﨑さんの本の紹介がわかりやすくて面白く、気になる１冊に出会えた。

【参加者の声（一部抜粋）】

・毎月最終金曜日の夕方に定期開催
・令和元年 11月頃に、書評家の豊﨑由美氏を招き、スペシャル企画を実施予定

【31 年度の取組】

ブックドリンクスの様子 ブックドリンクススペシャル
「続 ” フーテンのトヨさん ” が八戸にやってくる！」



5

（３）セレクト・ブックストア（本の陳列・販売）

市内民間書店では出会わない本（主に、海外文学や人文 · 社会科学、自然科学、芸術などの分野）を中心に、
専門家向けではなく、一般の方も手に取りやすい内容の本を主として選書し、テーマ別の陳列を行っている。
本への興味関心を高め、本との偶然の出会いを通し、広い世界や多様なジャンルへの知的好奇心や探究心の
醸成に寄与するようなセレクト · ブックストアを目指している。

・八戸にゆかりのある人などに選書してもらう「ひと棚」
・一般公募で自由なテーマにより選書してもらう「わたしの本棚」
・八戸出身作家や八戸の人が書いた本の棚
・南郷ジャズフェスティバルと連携した「JAZZ の本棚」
・市内や県内の文化施設（美術館、博物館、フォーラム八戸など）やイベントとのコラボによる棚
・マイブッククーポン事業との連携による棚
・書評家・豊﨑由美氏のお薦め本の棚　　　　　　など

【30年度に取り上げたテーマ、フェア棚など】

・普段出会うことのない本に出会えた
・テーマによる陳列が面白い
・今まで興味がなかったジャンルにも興味が沸くことができた

【参加者の声（一部抜粋）】

・ブックセンターのコンセプトに則り、本との偶然の出会いを創出できるよう、選書 · 陳列を行う。
・�市内外の美術館や博物館などの文化施設などと連携を図り、その施設 · 事業との相乗効果が得られるよう
な選書 · 陳列を行う。

【31 年度の取組】

豊﨑由美のお薦め本棚

わたしの本棚

JAZZ の本棚

「青森県史」刊行記念棚
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（４）読書会ルームの活用

読書会ルームについては、市内の読書団体などへの貸出のほか、ブックセンター主催の企画事業にも活用し
ている。

【読書会ルーム利用状況】

・市内の読書団体へ読書会用に貸し出しているほか、朗読会など、発表の場としても活用。
・貸館、自主事業で利用していないときは、読書スペースとして開放している。

【現在の活用状況】

・�今後も、読書団体などによる読書会の会場としてご利用いただくとともに、ブックセンター主催の企画
事業（読書会、ワークショップ、トークイベントなど）の実施に活用していく。

・利用していない時間帯は、来館者の読書スペースとして開放。
（平成 30年度より出版社発行のＰＲ誌や業界紙などを陳列し、閲覧もできるスペースとしている。）

【31 年度の取組】

トークイベントでの利用時 読書スペースとしての利用時
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方針２　本を「書く人」を増やす

（１）執筆・出版ワークショップ

小説や自分史の書き方、電子書籍の作り方など、執筆や出版に関するワークショップ。
執筆や出版についての知識を深めることを通し、また、同じ「書く」という志を持つ方々がワークショッ
プを機会に集うことが刺激となり、本を書くきっかけづくりとなっている。

【内容】

講師を招き、下記内容で計 5回開催し、延べ 65名が参加。
○出版する際の権利や法律に関する講義（講師：フリーライターの鷹野凌氏）
○電子出版に関するワークショップ（講師：フリーライターの鷹野凌氏）
○中心街を歩きながら、郷土史を執筆するうえでの取材方法、調べ方などに関するワークショップ

（講師：滝尻善英氏）
○「マチを学ぶ、マチで学ぶ」をテーマに、弘前大学サテライトと連携したトークイベント

（講師：滝尻善英氏）
○短い小説「ショートショート」の書き方を学ぶワークショップ（講師：小説家の田丸雅智氏）

【実施状況】

小説家、ノンフィクション参加、郷土史作家をゲストに、ワークショップなどを開催予定。

【31 年度の取組】

電子出版ワークショップ 郷土史に関するマチ歩きワークショップ（会場：来迎寺）

「マチを学ぶ、マチで学ぶ」トーク（会場：弘大サテライト） 超ショートショート講座
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（２）カンヅメブースの活用

カンヅメブースについては、本などを執筆したい人向けに貸出しており、利用するには、活動内容などを教
えていただき、「市民作家登録」をしていただいている。

【市民作家登録者、カンヅメブース利用状況】

・市民作家登録をするだけでなく、出版に向けた相談で来館されるケースも出てきている。
・カンヅメブースを利用して書いた本が出版されたケースも出てきている。
・市民が書いた本については、センター内で紹介（閲覧のみ）している。
・�平成 30 年 10 月から開始したギャラリー企画「紙から本ができるまで展」の一環で、八戸の詩人「村次
郎」の詩集を出版した際、村次郎という人物、村次郎が過ごした八戸の風土や詩への想いなどについて、
詩人の管啓次郎氏がカンヅメブースを利用して執筆。

・�フリーペーパー「ほんのわ」で、出版する上で手助けとなる市内の印刷所、デザイン会社などを紹介。

【現在の活用状況】

八戸市民が書いた本の紹介コーナーカンヅメブース
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方針３　本で「まち」を盛り上げる

（１）ギャラリー展示

八戸ブックセンター主催、もしくは関係機関との共催による企画展示。　
本や本にまつわる出来事の奥深さや面白さを多角的な視点から伝えることを通して、多様な人々の関心を
喚起し、まちを盛り上げていく。

【内容】

【実施状況】

①H31.4.27 ～ R1.7.21　　

【31 年度の取組】

町口覚、佐藤亜沙美、大西隆介の３人のブックデザイナーがつくる本の仕様書を展
示する「ブックデザイナーの仕様書展」

②R1.7.31 ～ 11.4　　 三菱製紙八戸工場でつくられた紙を使用した本を実際に出版し、その本が出来るま
での過程を紹介した展示。中居裕恭（八戸出身の写真家）の写真集を出版。
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【ギャラリー展示写真】

祖敷大輔『星空の立川俊太郎質問箱』原画展 １冊の本から見えるオランダの世界

なんごうプレゼンテーションcherry chill will. 写真展　RUFF,RUGGED-N-RAW

紙から本ができるまで展 2018 太田泰友ブックアート展「背を見て育つ」

～色、デザイン、建築～



11

（２）パワープッシュ作家

・�特定の作家を「パワープッシュ作家」に選び、刊行記念トークイベントを開催するほか、市内書店とも
連携したフェアなどを開催するもの。

・�八戸に関係する本でパワープッシュを行ったことにより、市民が本に興味を持ってもらうきっかけづく
りになっている。

【内容】

（１）「青森県史」

【実施状況】

・自分が生まれ育ったまちの歴史を知るきっかけとなった。（青森県史、八戸の歴史参加者）
・普段あまり聞くことが出来ない内容で、興味深く聞くことが出来た。（中居氏、今氏トーク参加者）

【参加者の声（トークイベントアンケートから一部抜粋）】

・八戸出身の絵本作家�まつばらのりこ氏の新刊記念イベントを実施。（令和元年 8月）
・八戸出身の調理師�渡貫淳子氏の刊行記念イベントを実施予定。（令和元年 10月）
・�その他、八戸にゆかりのある作家、八戸に関連する本などについて、読書会やトークイベントなどで取
りあげていく。

【31 年度の取組】

「馬場のぼる」フェア棚 八戸市立市民病院 今院長トークイベント（会場：八食センター）

・青森県史全 36巻完成を記念し、県との共催でトークイベントを開催

（２）「馬場のぼる作品集」（著者：馬場のぼる）

・三戸町出身作家の作品であることから、青森県立美術館と連携し、関連トークなどを開催

（３）「ライフイズベリーショート」（著者：中居克博）

・八戸出身作家の初刊行作品であることから、一定期間在廊していただき、関連トークなどを開催

（４）「空飛ぶ院長、医療過疎を救う！青森ドクターヘリ劇的救命日記２」（著者：今明秀）

・八戸市立市民病院院長の新刊刊行記念として、八食センターでトークイベントを開催

（５）「城下町南部八戸の歴史」（著者：三浦忠司）

・八戸出身作家の新刊刊行記念として、八食センターでトークイベントを開催
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（３）本のまち八戸ブックフェス

・�年に一度の行事として、様々な団体と連携し、一箱古本市やトークイベントなど、本に関する様々な企画を、
一定期間集中的に開催する。

・�ブックセンターが開館するまでは、「はっちの一箱古本市」としてイベントを実施していたが、平成 29年度からは、
ブックセンターが中心となりイベントを実施している。
・古本市のほか、市内書店ブースなども設置しており、出店者とお客さんとの交流が図られている。

【内容】

・9月末のホコテン開催日に、ブックセンターとはっちを主会場に実施。

【実施状況】

・9月 21日（土）に、マチニワ・はっち・ブックセンターを会場に実施。
・一箱古本市など、平成 30年度に実施したもののほか、出版社、飲食のブースも設置予定。
・�庁内の本のまち八戸事業関係課（図書館、教育指導課、子育て支援課、八戸ポータルミュージアム）のほか、
市内書店などとも連携したイベントを実施予定。

【31 年度の取組】

一箱古本市、移動図書館車（会場：マチニワ）

市内書店員トークイベント（会場：はっち）

市内書店ブース（会場：マチニワ）

東京の書店トークイベント（会場：はっち）

①一般応募型による一箱古本市（21店舗）

⑤学校図書館の除籍本無料配布

③市内書店の特徴的な書店員、東京の書店店主によるトークイベント

②市内の新刊・古書店の出店（5店舗）

④絵本展、絵本読み聞かせ会

⑥移動図書館車の展示

⑦ビブリオバトル in 八戸の予選会
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（４）市内書店との連携（市内書店個性化プロジェクト）

・�市内書店と情報交換の場を設け、その書店の個性や立地上の特性、スタッフの関心領域などに合わせた、
個性ある棚づくりをサポートする。

【内容】

市内書店との情報交換会を実施

【実施状況】

・八戸に関係する本が出版される際、市内書店に出版社からの刊行情報を提供。
・�市内書店のフェア情報などをブックセンターに提供してもらい、ブックセンターのホームページ等から
も情報発信。

・「本のまち八戸ブックフェス」において、特徴ある市内書店の書店員によるトークイベントを開催。

【その他の連携状況】

・令和元年 9月開催の「本のまち八戸ブックフェス」において、下記事業を実施予定。

【31 年度の取組】

市内書店との情報交換会

①自店の特徴などを紹介する、市内書店の販売ブースをマチニワ、はっちに設置。
②市内書店の書店員をゲストに、自店のこれまでの取り組みを紹介するなど、トークを実施。

・市外から特徴ある書店の方をゲストに招き、市内書店の書店員を対象としたトーク（情報交換）を実施予定。
（令和 2年 2月頃）
・八戸関連の書籍が出版された際などを中心に、出版社からの情報を市内書店に提供。
・市内書店のフェア情報などを、ブックセンターのホームページ等から発信。

・�民間書店での勤務経験もある、一関図書館副館長の伊藤清彦氏を招き、図書館員も一緒になり、トー
ク、情報交換などを実施。
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（５）ブックサテライト増殖プロジェクト（フリーペーパーの発行）

・�市内の小売店や飲食店、公共施設に呼びかけ、「ブックサテライト」として小さな本箱を設置し、市内全
域に拡がるさまざまな本棚スポットをめぐる楽しさを創出する。

・「ブックサテライト」のほか、本のまち八戸について紹介するフリーペーパー「ほんのわ」を発行。

【内容】

・ブックサテライトとして、下記の施設が参加している。

【実施状況】

・引き続き、市内の小売店や飲食店、公共施設に呼びかけ、ブックサテライトを増殖させる。
・令和元年 7月から、ブックスポット（販売）としてフォーラム八戸が参加。
・市内金融機関が参加予定（令和元年 8月頃）
・今年度内に増えた施設の情報も含めたフリーペーパーを発行する。

【31 年度の取組】

ドトールコーヒーショップ八戸十三日町店

八戸市博物館

スターバックス八戸田向店

八戸市立市民病院周産期センター

①ドトールコーヒーショップ八戸十三日町店

⑤八戸市博物館

③スターバックスコーヒー八戸城下店

②スターバックスコーヒー八戸田向店

④八戸市水産科学館マリエント

⑥はちのへまちなかアートラボCo部屋

⑦八戸市立市民病院周産期センター（平成３０年度追加）
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（６）「本のまち八戸」各種事業との連携

八戸ブックセンターを「本のまち八戸」の拠点施設として位置づけており、各種事業において、担当部署
との連携により実施している。

①マイブック推進事業（担当部署：教育指導課）

【実施状況】

・ブックセンターで「おすすめブックリスト」を作成し、マイブッククーポンと一緒に配布。
・�ブックセンタースタッフが市内小学校へ訪問して行う「出張ブックトーク」を実施
�　平成 30年度は 10校で実施。平成 31年度は延べ 19校で実施予定。

②読み聞かせキッズブック事業（担当部署：子育て支援課）

・「本のまち八戸ブックフェス」で行った絵本展に使用する絵本をブックセンターで選定。
・平成 31年度について、クーポンの配付は終了したが、お薦め本リストの作成などを予定。

③図書館事業（担当部署：図書館）

・マイブック推進事業での出張ブックトークを図書館職員と一緒に実施。（平成 31年度～）
・相互で企画事業の連携実施。
・ブックセンターでの企画事業において、入手困難な本について図書館の本を利用。
・南郷図書館のイベントにブックセンタースタッフが選者として協力。

【内容】

出張ブックトーク（小学校）

図書委員研修大会（高等学校）

ワークショップ（中学校）

協同授業（中学校）

④教育機関との連携（平成 30年度～）

・市内中学校に訪問し、学校司書・図書ボランティアと連携したワークショップ・協同授業などを開催。
・県内、三八地区の高等学校図書委員研修会に出席し、ワークショップなどを開催。
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※ ZINE とは、自作の文章や絵、写真などを少量印刷し、ホチキスなどで綴じた小冊子。
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